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南北１６０㎞南北１６０㎞南北１６０㎞南北１６０㎞
「心をつなぎ 気概に満ちた」十島の教育「心をつなぎ 気概に満ちた」十島の教育「心をつなぎ 気概に満ちた」十島の教育「心をつなぎ 気概に満ちた」十島の教育

10月・・・関東トカラ会月・・・関東トカラ会月・・・関東トカラ会月・・・関東トカラ会

十島村教育長 有 村 孝 一十島村教育長 有 村 孝 一十島村教育長 有 村 孝 一十島村教育長 有 村 孝 一

10 月月月月 20 日に東京で関日に東京で関日に東京で関日に東京で関
東トカラ会総会が開催東トカラ会総会が開催東トカラ会総会が開催東トカラ会総会が開催
されました。その会にされました。その会にされました。その会にされました。その会に
副村長、総務課長と出副村長、総務課長と出副村長、総務課長と出副村長、総務課長と出
席しました。関東トカ席しました。関東トカ席しました。関東トカ席しました。関東トカ
ラ会は、今回で第ラ会は、今回で第ラ会は、今回で第ラ会は、今回で第 5 回回回回
目の開催となりました目の開催となりました目の開催となりました目の開催となりました。。。。

そのうちそのうちそのうちそのうち 3回参加させていただいておりますが回参加させていただいておりますが回参加させていただいておりますが回参加させていただいておりますが、、、、
そのたびに思うことは、ふるさと十島村に対すそのたびに思うことは、ふるさと十島村に対すそのたびに思うことは、ふるさと十島村に対すそのたびに思うことは、ふるさと十島村に対す
る強い望郷の念であります。る強い望郷の念であります。る強い望郷の念であります。る強い望郷の念であります。
第第第第 1 部の総会は、郷土遥拝・黙とうで始まり部の総会は、郷土遥拝・黙とうで始まり部の総会は、郷土遥拝・黙とうで始まり部の総会は、郷土遥拝・黙とうで始まり
ました。愛甲会長がました。愛甲会長がました。愛甲会長がました。愛甲会長が、、、、「約「約「約「約 50 人の参加をいただ人の参加をいただ人の参加をいただ人の参加をいただ
き、感謝しています。毎年活気に満ちた会が開き、感謝しています。毎年活気に満ちた会が開き、感謝しています。毎年活気に満ちた会が開き、感謝しています。毎年活気に満ちた会が開
催されていますことは催されていますことは催されていますことは催されていますことは、、、、大変うれしいことです大変うれしいことです大変うれしいことです大変うれしいことです。。。。
また、今年は、いつもと変わって、十島村をそまた、今年は、いつもと変わって、十島村をそまた、今年は、いつもと変わって、十島村をそまた、今年は、いつもと変わって、十島村をそ
れぞれの立場で、応援していただいています方れぞれの立場で、応援していただいています方れぞれの立場で、応援していただいています方れぞれの立場で、応援していただいています方
々にも参加していただきうれしく思います々にも参加していただきうれしく思います々にも参加していただきうれしく思います々にも参加していただきうれしく思います。。。。」と」と」と」と
の開会のあいさつがありました。の開会のあいさつがありました。の開会のあいさつがありました。の開会のあいさつがありました。
その後、今年度の活動報告や役員改選がありその後、今年度の活動報告や役員改選がありその後、今年度の活動報告や役員改選がありその後、今年度の活動報告や役員改選があり
ました。会長に宝島出身の前田一男さんが決まました。会長に宝島出身の前田一男さんが決まました。会長に宝島出身の前田一男さんが決まました。会長に宝島出身の前田一男さんが決ま
り、新たな出発をしました。り、新たな出発をしました。り、新たな出発をしました。り、新たな出発をしました。
来賓挨拶では、副村長が、この一年間の村の来賓挨拶では、副村長が、この一年間の村の来賓挨拶では、副村長が、この一年間の村の来賓挨拶では、副村長が、この一年間の村の
主な出来事や現状について詳しく話しました。主な出来事や現状について詳しく話しました。主な出来事や現状について詳しく話しました。主な出来事や現状について詳しく話しました。
また、鹿児島東京事務所のふるさと交流課の春また、鹿児島東京事務所のふるさと交流課の春また、鹿児島東京事務所のふるさと交流課の春また、鹿児島東京事務所のふるさと交流課の春
園新吾課長のあいさつもありました。園新吾課長のあいさつもありました。園新吾課長のあいさつもありました。園新吾課長のあいさつもありました。
第第第第 2 部は懇親会と談話会でした。ここで、十部は懇親会と談話会でした。ここで、十部は懇親会と談話会でした。ここで、十部は懇親会と談話会でした。ここで、十
島村をよく知る先生方のお話がありました。島村をよく知る先生方のお話がありました。島村をよく知る先生方のお話がありました。島村をよく知る先生方のお話がありました。
一人目は、土屋久先生です。順天堂大学の保一人目は、土屋久先生です。順天堂大学の保一人目は、土屋久先生です。順天堂大学の保一人目は、土屋久先生です。順天堂大学の保
健看護学部の講師で、十島村には、学生の研修健看護学部の講師で、十島村には、学生の研修健看護学部の講師で、十島村には、学生の研修健看護学部の講師で、十島村には、学生の研修
旅行の引率でたびたび来島され、日本離島セン旅行の引率でたびたび来島され、日本離島セン旅行の引率でたびたび来島され、日本離島セン旅行の引率でたびたび来島され、日本離島セン
ター発行の「しま」に「島の精神文化史」としター発行の「しま」に「島の精神文化史」としター発行の「しま」に「島の精神文化史」としター発行の「しま」に「島の精神文化史」とし
て悪石島の盆行事を紹介してくださいました。て悪石島の盆行事を紹介してくださいました。て悪石島の盆行事を紹介してくださいました。て悪石島の盆行事を紹介してくださいました。
今回も離島研究会の今回も離島研究会の今回も離島研究会の今回も離島研究会の 3 人の学生が参加してくだ人の学生が参加してくだ人の学生が参加してくだ人の学生が参加してくだ
さいました。その学生さんたちは、将来十島村さいました。その学生さんたちは、将来十島村さいました。その学生さんたちは、将来十島村さいました。その学生さんたちは、将来十島村
で働きたいという話をしてくれました。で働きたいという話をしてくれました。で働きたいという話をしてくれました。で働きたいという話をしてくれました。
二人目は、鈴木誠先生です。埼玉県美術協会二人目は、鈴木誠先生です。埼玉県美術協会二人目は、鈴木誠先生です。埼玉県美術協会二人目は、鈴木誠先生です。埼玉県美術協会
員で、画家やデザイナーとしても活躍中です。員で、画家やデザイナーとしても活躍中です。員で、画家やデザイナーとしても活躍中です。員で、画家やデザイナーとしても活躍中です。
トカラ列島マラソン大会には第トカラ列島マラソン大会には第トカラ列島マラソン大会には第トカラ列島マラソン大会には第 1 回から参加さ回から参加さ回から参加さ回から参加さ
れ、御自身がデザインされた村内の各学校のシれ、御自身がデザインされた村内の各学校のシれ、御自身がデザインされた村内の各学校のシれ、御自身がデザインされた村内の各学校のシ
ンボル旗を寄贈していただいています。ンボル旗を寄贈していただいています。ンボル旗を寄贈していただいています。ンボル旗を寄贈していただいています。
三人目は、斎藤潤先生です。著述家・旅行家三人目は、斎藤潤先生です。著述家・旅行家三人目は、斎藤潤先生です。著述家・旅行家三人目は、斎藤潤先生です。著述家・旅行家
として東京大学文学部を卒業後、月刊誌「旅」として東京大学文学部を卒業後、月刊誌「旅」として東京大学文学部を卒業後、月刊誌「旅」として東京大学文学部を卒業後、月刊誌「旅」
などの編集に携わった後、フリーライターとしなどの編集に携わった後、フリーライターとしなどの編集に携わった後、フリーライターとしなどの編集に携わった後、フリーライターとし
て、旅、島、食、自然、農林水産業などをテーて、旅、島、食、自然、農林水産業などをテーて、旅、島、食、自然、農林水産業などをテーて、旅、島、食、自然、農林水産業などをテー
マに全国を巡って、執筆活動をされています。マに全国を巡って、執筆活動をされています。マに全国を巡って、執筆活動をされています。マに全国を巡って、執筆活動をされています。
著書に著書に著書に著書に「「「「吐吐吐吐噶喇列島喇列島喇列島喇列島」」」」など多数ありますなど多数ありますなど多数ありますなど多数あります。。。。今年今年今年今年 5
月には、新船に乗って月には、新船に乗って月には、新船に乗って月には、新船に乗ってレレレレントントントントゲゲゲゲンンンン便便便便でででで 7 島を島を島を島を訪訪訪訪
ねねねねられました。られました。られました。られました。

な
つ

な
つ

な
つ

な
つ

休休 休休
み
の
お
も
い
で

み
の
お
も
い
で

み
の
お
も
い
で

み
の
お
も
い
で

な
つ

な
つ

な
つ

な
つ
休休 休休
み
に
は

み
に
は

み
に
は

み
に
は
、、 、、
石石 石石
と
こ
け
で

と
こ
け
で

と
こ
け
で

と
こ
け
で
、、 、、
ク
ジ
ラ
を

ク
ジ
ラ
を

ク
ジ
ラ
を

ク
ジ
ラ
を

作作 作作
り
ま
し
た

り
ま
し
た

り
ま
し
た

り
ま
し
た
。。 。。
た
い

た
い

た
い

た
い
風風 風風
がが がが
来来 来来
た
の
で

た
の
で

た
の
で

た
の
で
、、 、、
一
回

一
回

一
回

一
回
くく くく

ず
し
て
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
か
ら
で
と
ば
な
い
よ
う

ず
し
て
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
か
ら
で
と
ば
な
い
よ
う

ず
し
て
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
か
ら
で
と
ば
な
い
よ
う

ず
し
て
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
か
ら
で
と
ば
な
い
よ
う

に
し
ま
し
た

に
し
ま
し
た

に
し
ま
し
た

に
し
ま
し
た
。。 。。
た
い

た
い

た
い

た
い
風風 風風
が
な
く
な
っ
た
ら

が
な
く
な
っ
た
ら

が
な
く
な
っ
た
ら

が
な
く
な
っ
た
ら
、、 、、
まま まま

たた たた
、、 、、
ク
ジ
ラ
を

ク
ジ
ラ
を

ク
ジ
ラ
を

ク
ジ
ラ
を
作作 作作
っ
て
あ
そ
び
た
い
で
す

っ
て
あ
そ
び
た
い
で
す

っ
て
あ
そ
び
た
い
で
す

っ
て
あ
そ
び
た
い
で
す
。。 。。

モ
ン
キ
ア
ゲ
ハ
の
よ
う

モ
ン
キ
ア
ゲ
ハ
の
よ
う

モ
ン
キ
ア
ゲ
ハ
の
よ
う

モ
ン
キ
ア
ゲ
ハ
の
よ
う
虫虫 虫虫
も
い
え
の

も
い
え
の

も
い
え
の

も
い
え
の
中中 中中
に
い

に
い

に
い

に
い

れ
て
あ
げ
ま
し
た

れ
て
あ
げ
ま
し
た

れ
て
あ
げ
ま
し
た

れ
て
あ
げ
ま
し
た
。。 。。
サ
ナ
ギ
に
な
る
ま
で

サ
ナ
ギ
に
な
る
ま
で

サ
ナ
ギ
に
な
る
ま
で

サ
ナ
ギ
に
な
る
ま
で
、、 、、
いい いい

え
の

え
の

え
の

え
の
中中 中中
で
め
ん
ど
う
を

で
め
ん
ど
う
を

で
め
ん
ど
う
を

で
め
ん
ど
う
を
見見 見見
て
あ
げ
て
い
ま
す

て
あ
げ
て
い
ま
す

て
あ
げ
て
い
ま
す

て
あ
げ
て
い
ま
す
。。 。。

も
う

も
う

も
う

も
う
、、 、、
よ
う

よ
う

よ
う

よ
う
虫虫 虫虫
が
み
ど
り

が
み
ど
り

が
み
ど
り

が
み
ど
り
色色 色色
に
な
っ
て
き
た
の

に
な
っ
て
き
た
の

に
な
っ
て
き
た
の

に
な
っ
て
き
た
の

でで でで
、、 、、
大大 大大
き
く
な
る
の
が

き
く
な
る
の
が

き
く
な
る
の
が

き
く
な
る
の
が
楽楽 楽楽
し
み
で
す

し
み
で
す

し
み
で
す

し
み
で
す
。。 。。

ほ
か
の

ほ
か
の

ほ
か
の

ほ
か
の
日日 日日
はは はは
、、 、、
お
か
あ
さ
ん
と

お
か
あ
さ
ん
と

お
か
あ
さ
ん
と

お
か
あ
さ
ん
と
妹妹 妹妹
の
み
ー
ち

の
み
ー
ち

の
み
ー
ち

の
み
ー
ち

ゃ
ん
と
シ
ャ
ボ
ン

ゃ
ん
と
シ
ャ
ボ
ン

ゃ
ん
と
シ
ャ
ボ
ン

ゃ
ん
と
シ
ャ
ボ
ン
玉玉 玉玉
あ
そ
び
を
し
ま
し
た

あ
そ
び
を
し
ま
し
た

あ
そ
び
を
し
ま
し
た

あ
そ
び
を
し
ま
し
た
。。 。。
ぼぼ ぼぼ

く
が
な
が
い
あ
い
だ

く
が
な
が
い
あ
い
だ

く
が
な
が
い
あ
い
だ

く
が
な
が
い
あ
い
だ
空空 空空
に
う
か
ぶ
ぐ
ら
い
の

に
う
か
ぶ
ぐ
ら
い
の

に
う
か
ぶ
ぐ
ら
い
の

に
う
か
ぶ
ぐ
ら
い
の
大大 大大

き
な
シ
ャ
ボ
ン

き
な
シ
ャ
ボ
ン

き
な
シ
ャ
ボ
ン

き
な
シ
ャ
ボ
ン
玉玉 玉玉
を
と
ば
す
と

を
と
ば
す
と

を
と
ば
す
と

を
と
ば
す
と
、、 、、
み
ー
ち
ゃ
ん

み
ー
ち
ゃ
ん

み
ー
ち
ゃ
ん

み
ー
ち
ゃ
ん

が
シ
ャ
ボ
ン

が
シ
ャ
ボ
ン

が
シ
ャ
ボ
ン

が
シ
ャ
ボ
ン
玉玉 玉玉
を
お
い
か
け
て
い
ま
し
た

を
お
い
か
け
て
い
ま
し
た

を
お
い
か
け
て
い
ま
し
た

を
お
い
か
け
て
い
ま
し
た
。。 。。
ここ ここ

ん
ど
は

ん
ど
は

ん
ど
は

ん
ど
は
、、 、、
う
ち
ゅ
う
に

う
ち
ゅ
う
に

う
ち
ゅ
う
に

う
ち
ゅ
う
に
行行 行行
く
ぐ
ら

く
ぐ
ら

く
ぐ
ら

く
ぐ
ら

い
の

い
の

い
の

い
の
大大 大大
き
な
シ
ャ
ボ
ン

き
な
シ
ャ
ボ
ン

き
な
シ
ャ
ボ
ン

き
な
シ
ャ
ボ
ン
玉玉 玉玉
をを をを
作作 作作
りり りり

た
い
で
す

た
い
で
す

た
い
で
す

た
い
で
す
。。 。。

シリーシリーシリーシリーズ――ズ――ズ――ズ――新聞新聞新聞新聞にににに投稿投稿投稿投稿３３３３ （Ｈ30（Ｈ30（Ｈ30（Ｈ30年9/26南日本新聞年9/26南日本新聞年9/26南日本新聞年9/26南日本新聞））））

「若い目」 諏訪之瀬島中２年 八木ジュリア 詩音「若い目」 諏訪之瀬島中２年 八木ジュリア 詩音「若い目」 諏訪之瀬島中２年 八木ジュリア 詩音「若い目」 諏訪之瀬島中２年 八木ジュリア 詩音

シリーシリーシリーシリーズ―ズ―ズ―ズ―新聞新聞新聞新聞にににに投稿投稿投稿投稿１１１１（（（（Ｈ30Ｈ30Ｈ30Ｈ30年10/年10/年10/年10/３３３３南日本新聞南日本新聞南日本新聞南日本新聞））））
「 若い目 」 諏訪之瀬島小３年 沖園 豪陽「 若い目 」 諏訪之瀬島小３年 沖園 豪陽「 若い目 」 諏訪之瀬島小３年 沖園 豪陽「 若い目 」 諏訪之瀬島小３年 沖園 豪陽

〇〇〇〇 11 月月月月のののの人権人権人権人権にににに関関関関するするするする月間月間月間月間・・・・週間週間週間週間・・・・記念日記念日記念日記念日「「「「児童虐待防止推進月間児童虐待防止推進月間児童虐待防止推進月間児童虐待防止推進月間」」」」「「「「女性女性女性女性にににに対対対対するするするする暴力暴力暴力暴力をなくすをなくすをなくすをなくす運動運動運動運動（（（（11/12 ～～～～ 25）」）」）」）」「「「「犯罪被害者週間犯罪被害者週間犯罪被害者週間犯罪被害者週間（（（（11/25 ～～～～ 12/1」」」」「「「「鹿児島鹿児島鹿児島鹿児島レッドリボンレッドリボンレッドリボンレッドリボン月間月間月間月間(11/16 ～～～～ 12/15) 」」」」

悪石島小悪石島小悪石島小悪石島小・・・・中学校中学校中学校中学校からのメッセージからのメッセージからのメッセージからのメッセージ
教諭 濵田 星也教諭 濵田 星也教諭 濵田 星也教諭 濵田 星也

「「「「いくつになってもいくつになってもいくつになってもいくつになっても学学学学ぶことはぶことはぶことはぶことは多多多多いいいい」」」」

私が悪石島に赴任してから，１年６か月が過ぎまし
た。時間が経つのは本当にアッという間で，その間に
も多くの事を学び，４０歳を過ぎてからの初体験も色
々とすることができました。
その１つが，学校が小中併設ということです。今ま
で中学校でしか教えたことがなかった私は，学校に小
学生がいるということに初め戸惑いましたが，今では
すっかり慣れました。その中でも一番の変化は，大声
で叱ったり，指導することがほとんど無くなったとい
うことです。そうする必要がないということもありま
すが，それだけではなく小学生と接する中で，どのよ
うにすればうまく伝わるかを，より考えるようになっ
たからだと思います。
次は，１匹の魚を丸ごと捌くということです。漁師

の方々が獲れた魚を時々学校に持って来て，職員にお
裾分けしてくれます。正直，今まで料理はほとんど作
ったことが無く，島に来るまでは外食や弁当などに頼
りきっていました。しかし，せっかく獲って持ってき
てくれた魚を無駄にする訳にはいきません。今でも決
して上手という訳ではありませんが，生き物を捌き料
理することで，命への感謝の気持ちが今まで以上に強
くなりました。
島での生活は，教師としての私に今まで気づかなか

ったことや知らなかったことを教えてくれているよう
な気がします。そんな貴重な島での生活を大事に，一
日一日を過ごしていきたいと思います。

『教職員仲間であるあなた』への
私からのメッセージ

十島村での教師生活は，なかなか体験することがで
きません。それを楽しみ，自分の糧としつつ，共に頑
張っていきましょう。
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四四四四人目は、人目は、人目は、人目は、松鳥む松鳥む松鳥む松鳥むう先生です。離島とう先生です。離島とう先生です。離島とう先生です。離島とゲスゲスゲスゲストトトトハハハハ
ウスウスウスウスとととと民俗民俗民俗民俗行事を巡る旅がライフ行事を巡る旅がライフ行事を巡る旅がライフ行事を巡る旅がライフワワワワーーーーククククです。です。です。です。20202020
歳歳歳歳でででで初め初め初め初めて屋久島に行きて屋久島に行きて屋久島に行きて屋久島に行き青青青青いいいい海海海海ややややガジュガジュガジュガジュマルに感マルに感マルに感マルに感
激激激激して、して、して、して、以以以以後あちこちの島後あちこちの島後あちこちの島後あちこちの島へ足へ足へ足へ足をををを運運運運んでこられまんでこられまんでこられまんでこられま
した。これまでに国内の島をした。これまでに国内の島をした。これまでに国内の島をした。これまでに国内の島を84848484島島島島訪問訪問訪問訪問しておられしておられしておられしておられ
ます。今年ます。今年ます。今年ます。今年7777月には月には月には月には、、、、「トカラ列島「トカラ列島「トカラ列島「トカラ列島秘境散歩秘境散歩秘境散歩秘境散歩」を発」を発」を発」を発
行されました。行されました。行されました。行されました。
このように、トカラに関するお話をそれぞれのこのように、トカラに関するお話をそれぞれのこのように、トカラに関するお話をそれぞれのこのように、トカラに関するお話をそれぞれの
切切切切りりりり込み込み込み込みでででで聞聞聞聞くことが出来ました。これらの方々くことが出来ました。これらの方々くことが出来ました。これらの方々くことが出来ました。これらの方々
にまた、どこかの島でお会いすることがあると思にまた、どこかの島でお会いすることがあると思にまた、どこかの島でお会いすることがあると思にまた、どこかの島でお会いすることがあると思
います。そのいます。そのいます。そのいます。その時時時時は、気は、気は、気は、気軽軽軽軽にお話しにお話しにお話しにお話し
してしてしてしてみみみみてください。てください。てください。てください。
有有有有意義意義意義意義なななな時時時時間を間を間を間を過ご過ご過ご過ごした関東トした関東トした関東トした関東ト
カラ会は、カラ会は、カラ会は、カラ会は、遅遅遅遅くまでトカラの話でくまでトカラの話でくまでトカラの話でくまでトカラの話で
盛盛盛盛りりりり上上上上がりました。がりました。がりました。がりました。
翌翌翌翌日は、日は、日は、日は、素晴素晴素晴素晴らしいらしいらしいらしい快晴快晴快晴快晴で、で、で、で、飛飛飛飛
行行行行機機機機のののの上上上上からからからから雪雪雪雪をかをかをかをかぶぶぶぶったったったった富士山富士山富士山富士山
がくっきりとがくっきりとがくっきりとがくっきりと見え見え見え見えました。ました。ました。ました。

シリーズシリーズシリーズシリーズ――――――――新聞新聞新聞新聞にににに投稿投稿投稿投稿２２２２（（（（ＨＨＨＨ３０３０３０３０年年年年９/１１９/１１９/１１９/１１南日本新聞南日本新聞南日本新聞南日本新聞））））

「 若い目 」 小宝島小２年「 若い目 」 小宝島小２年「 若い目 」 小宝島小２年「 若い目 」 小宝島小２年 いわ下 はやといわ下 はやといわ下 はやといわ下 はやと 平成平成平成平成３０３０３０３０年度前期 小学校版年度前期 小学校版年度前期 小学校版年度前期 小学校版
「「「「体力アップ・チャレンジかごしま体力アップ・チャレンジかごしま体力アップ・チャレンジかごしま体力アップ・チャレンジかごしま」」」」
日置日置日置日置・・・・鹿児島郡区鹿児島郡区鹿児島郡区鹿児島郡区ランキングランキングランキングランキング（Ｈ（Ｈ（Ｈ（Ｈ 30.10.2 現在現在現在現在））））

１１１１年生年生年生年生・・・・・・・・・・・・「「「「レッツレッツレッツレッツ短縄跳短縄跳短縄跳短縄跳びびびび」」」」 １１１１位位位位：：：：平島平島平島平島
２２２２年生年生年生年生・・・・・・・・・・・・「「「「レッツレッツレッツレッツ短縄跳短縄跳短縄跳短縄跳びびびび」」」」１１１１位位位位：：：：諏訪之瀬島諏訪之瀬島諏訪之瀬島諏訪之瀬島
３３３３年生年生年生年生・・・・・・・・・・・・「「「「レッツレッツレッツレッツ短縄跳短縄跳短縄跳短縄跳びびびび」」」」 １１１１位位位位：：：：悪石島悪石島悪石島悪石島

２２２２位位位位：：：：諏訪之瀬島諏訪之瀬島諏訪之瀬島諏訪之瀬島
４４４４年生年生年生年生・・・・・・・・・・・・「「「「レッツレッツレッツレッツ短縄跳短縄跳短縄跳短縄跳びびびび」」」」 ２２２２位位位位：：：：平島平島平島平島

３３３３位位位位：：：：小宝島小宝島小宝島小宝島
「「「「２２２２人人人人でさっさっでさっさっでさっさっでさっさっ」」」」 ３３３３位位位位：：：：小宝島小宝島小宝島小宝島

５５５５年生年生年生年生・・・・・・・・・・・・「「「「レッツレッツレッツレッツ短縄跳短縄跳短縄跳短縄跳びびびび」」」」 ２２２２位位位位：：：：悪石島悪石島悪石島悪石島
４４４４位位位位：：：：諏訪之瀬島諏訪之瀬島諏訪之瀬島諏訪之瀬島
６６６６位位位位：：：：平島平島平島平島

「「「「２２２２人人人人でさっさっでさっさっでさっさっでさっさっ」」」」 １１１１位位位位：：：：悪石島悪石島悪石島悪石島
「「「「馬跳馬跳馬跳馬跳びピョンピョンびピョンピョンびピョンピョンびピョンピョン」」」」１１１１位位位位：：：：悪石島悪石島悪石島悪石島

６６６６年生年生年生年生・・・・・・・・・・・・「「「「レッツレッツレッツレッツ短縄跳短縄跳短縄跳短縄跳びびびび」」」」 １１１１位位位位：：：：悪石島悪石島悪石島悪石島
３３３３位位位位：：：：平島平島平島平島
６６６６位位位位：：：：口之島口之島口之島口之島

「「「「馬跳馬跳馬跳馬跳びピョンピョンびピョンピョンびピョンピョンびピョンピョン」」」」１１１１位位位位：：：：悪石島悪石島悪石島悪石島
５５５５位位位位：：：：中之島中之島中之島中之島

「「「「２２２２人人人人でさっさっでさっさっでさっさっでさっさっ」」」」１１１１位位位位：：：：悪石島悪石島悪石島悪石島
３３３３位位位位：：：：宝島宝島宝島宝島

どのどのどのどの学校学校学校学校もももも体力作体力作体力作体力作りにりにりにりに励励励励んでいますんでいますんでいますんでいます。。。。記録等記録等記録等記録等はははは鹿児鹿児鹿児鹿児
島教育事務所島教育事務所島教育事務所島教育事務所ののののＨＰＨＰＨＰＨＰにににに掲載掲載掲載掲載されていますのでされていますのでされていますのでされていますので御活用御活用御活用御活用
くださいくださいくださいください。。。。
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１１１１１１１１月月月月「「「「郷土郷土郷土郷土にににに学学学学び・び・び・び・育育育育むむむむ青少年運動青少年運動青少年運動青少年運動」」」」
強調月間(鹿児島県)強調月間(鹿児島県)強調月間(鹿児島県)強調月間(鹿児島県)「「「「子供子供子供子供・・・・若者育成支若者育成支若者育成支若者育成支
援強調月間援強調月間援強調月間援強調月間」」」」（（（（内閣府内閣府内閣府内閣府））））

地域で青少年を育てる気風を盛り地域で青少年を育てる気風を盛り地域で青少年を育てる気風を盛り地域で青少年を育てる気風を盛り

上げましょう！上げましょう！上げましょう！上げましょう！
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地域地域地域地域がががが育育育育むむむむ「「「「鹿児島鹿児島鹿児島鹿児島のののの教育教育教育教育」」」」
県民週間県民週間県民週間県民週間！(！(！(！(11/1～～～～ 11/7))))
※※※※ 各学校各学校各学校各学校でででで、、、、みなさんをみなさんをみなさんをみなさんを
おおおお待待待待ちしていますよちしていますよちしていますよちしていますよ。。。。

環境緑化活動環境緑化活動環境緑化活動環境緑化活動もすごいもすごいもすごいもすごい！！！！
十島村十島村十島村十島村ではではではでは「「「「あいさつ・あいさつ・あいさつ・あいさつ・花花花花いっぱいいっぱいいっぱいいっぱい運動運動運動運動」」」」
をををを各島各島各島各島でででで取取取取りりりり組組組組んでおりんでおりんでおりんでおり、、、、成果成果成果成果がががが県学校環県学校環県学校環県学校環
境緑化境緑化境緑化境緑化コンクールでもコンクールでもコンクールでもコンクールでも生生生生かされていますかされていますかされていますかされています。。。。
ＨＨＨＨ 30 年度年度年度年度◎◎◎◎県優秀賞 諏訪之瀬島県優秀賞 諏訪之瀬島県優秀賞 諏訪之瀬島県優秀賞 諏訪之瀬島
◎◎◎◎県優良賞 口之島県優良賞 口之島県優良賞 口之島県優良賞 口之島、、、、悪石島悪石島悪石島悪石島、、、、宝島宝島宝島宝島


